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1年撚内 2.5年以内 体
細
胞
か
ら
つ
く
つ
た
万
能
細
胞

（ｉ
■
Ｓ
細
胞
）
を
め
ぐ

る
特
許
の
行
方
が
混
沌
と
し
て
き
た
。
日
米
の
争
い
と
み
ら
れ

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
ド
イ
ツ
系
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
バ
イ
エ
ル

薬
品

（大
阪
市
）
も
ヒ
ト
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
づ
く
り
に
成
功
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
。
海
外
勢
が
特
許
を
お
さ
え
れ
ば
日
本
の
実

用
化
戦
略
に
も
影
響
が
出
る
。
特
許
を
取
る
の
は
だ
れ
な
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（竹
石
涼
子
）

‐
特
許
取
得

‐
各
国
で
の
審
査

1 1.5年 |

iPS細胞

特許は発明者に巨大な利益をも

たらす。ヒトのES細胞づくりをこ
世界で初めて成功したウィスコン

シン大マディソン校の場合、特許

管理団体の06年のライセンス収入
はES細胞以外の特許も含め4200
万 )(42億円 )をこのぼる。
特許をおさえられたuljはその分
の出費を負う。日本では海外企業

が、特許を持つカテーテルを引き

揚げ、医師が治療に使えなくなっ

たこともある6海外製薬大手の特
許がエイズ治療薬の価格高騰を招

特許 誰の手に
麗囚目轟誕□■l医療費高騰の懸念

巨
額
な
利
益
左
右

いたときは、世界貿易機関 (WT
O)が途上国での製造にライセン
ス料免除を認めた。     |
山中教授は「もし海外勢に iP
S細胞の特許を取られたら、日本
での医療費が高くなってしまう」

と心配する。研究目的なら一般的
にライセンス料はかからないが、

製薬会社が iPS細胞をつくった
り、それを使って薬になる物質を

探したりするには、特許を持つと

ころと契約してライセンス料を払
うことになる。       |

肝
心
の
出
願
の
有
‐‐
無
や
鶴
期
い
作

製
成
功
の
時
期
を
朗
ら
か
に
し
て

一い
な
い
た
め
■
ど
こ
が
優
位
か
見

極
め
が
つ
か
な
い
。
　
　
　
●
．

受
精
卵
を
壊
し
て
つ
く
る
．別
の

万
能
細
胞

（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）
に
か
ら

む
既
存
の
特
許
と
の
競
合
を
指
摘

す
る
声
も
あ
る
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と

Ｅ
Ｓ
細
胞
に
は
共
通
点
が
多
い
か

ら
だ
。
京
都
大
の
中
辻
憲
夫
教
授

は

「応
用
画
の
特
許
は
、
米
国
中

心
の
チ
ト
ム
が
す
で
に
持

っ
て
い

る
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
特
許
が
影
響
す
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
話
す
。

注
目
の
審
査
は
、
米
国
で
先
に

始
ま
る
可
能
性
が
高
い
。

が
、
日
本
の
特
許
取
得
に
必
要
な

審
査
に
進
む
た
め
に
は
国
際
出
願

か
ら
３
年
以
内
に
手
続
き

（審
査

請
求
）
を
す
れ
ば
よ
い
だ
と
に
な

っ
て
い
る
。　
　
　
　
一

に
に
て
』
か
へ 米
中
］
“
酔
巌
漱
』

２
年
半
後
ま
で
に
米
国
で
の
出
願

に
必
要
な
手
続
き
を
終
え
る
必
要

が
あ
り
、
審
査
は
日
本
よ
り
早
く

始
ま
る
例
が
多
い
。

「ヒ
ト
応
用
」ど
こ
か
ら
楯
硼離

各
国
へ
の
審
査
請
求

（米
国
は
不
要
）

Ｆ
各
国
に
翻
訳
文

を
提
出

‐
出
願
の
公
開

‐
国
際
出
願

，国
内
出
願

「ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
つ
く
る
過
程

の
ど
の
時
点
で

『人
間
で
も
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
が
作
製
で
き
る
』
と
言
い

き
れ
る
の
か
。
そ
こ
が
特
許
審
査

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
」

バ
イ
エ
ル
薬
品
神
戸
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー

（
昨
年
１２
月
閉
鎖
）
で

人
間
の
皮
膚
細
胞
か
ら
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

ン
タ
ー
長

（現
米
ベ
ン
チ
ヤ
ー
企

業
役
員
）
は
こ
う
話
し
た
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
、
京
都
大
の
山

中
伸
弥
教
授
の
チ
ー
ム
が
、
世
界

に
先
駆
け
て
ま
ず
マ
ウ
ス
で
つ
く

っ
た
。　
一
方
、
ヒ
ト
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
は
昨
年
１１
月
、
山
中
チ
ー
ム
と

米
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
チ
ー
ム
が

た
が
、
バ
イ
エ
ル
の
チ
ー
ム
が
両

者
に
先
ん
じ
て
作
製
し
て
い
た
可

能
性
も
出
て
き
た
。

国
ご
と
に
違
う
特
許
制
度
が
事

態
を
複
雑
に
し
て
い
る
。
日
欧
は

先
に
出
願
し
た
者
に
特
許
を
認
め

る

「先
願
主
義
」
。　
一
方
、
米
国

は
先
に
発
明
し
た
者
に
認
め
る

京
都
大
は

「
ヒ
ト
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
の
作
製
法
は
、
研
究
の
突
破
口

を
開
い
た
マ
ウ
ス
と
同
じ
」
と
い

う
。
マ
ウ
ス
の
論
文
発
表
前
に
最

初
の
特
許
を
出
願
し
て
い
る
。

特
許
の
権
利
範
囲
を
広
く
と
ら

え
る
米
国
で
は
特
に
、
マ
ウ
ス
の

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
づ
く
り
と
ヒ
ト
の
１

Ｐ
Ｓ
細
胞
づ
く
り
に
大
き
な
違
い

が
な
い
こ
と
を
示
せ
れ
ば
、
京
都

大
の
技
術
が
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
づ
く
り

の

「基
本
特
許
」
だ
と
認
め
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

京
都
大
は

「今
回
の
バ
イ
エ
ル

の
研
究
も
山
中
教
授
の
成
果
に
も

と
づ
く
も
の
。
す
で
に
公
開
さ
れ

て
い
る
最
初
の
出
願
が
き
ち
ん
と

い
」
と
強
調
す
る
。
　

一

山
中
チ
ー
ム
が
最
初
に
出
願
し

た
時
点
で
は
、
ヒ
ト
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
は
で
き
て
い
な
か

っ
た
。
し
か

し
、
出
願
書
類
の
中
で
は
、
ヒ
ト

の
皮
膚
細
胞
を
使
い
、
●
Ｐ
Ｓ
細

胞
に
近
い
細
胞
塊
が
で
き
る
こ
と

に
言
及
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ

が
ヒ
ト
で
も
マ
ウ
ス
と
同
じ
手
法

セ
ア
ニ
ア
な
ど
の
２５
Я
∞
力
国
に

特
許
の
審
査
請
求
を
す
る
予
定
。
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ヒ
ト
の
皮
膚
か
ら
つ
く

っ
た
Ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞

（山
中
伸
弥
教
授
提
供
）

京
大

「
マ
ウ

ス
と
同
じ
」
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